
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

Ｈ28．7．22（金） №7 文責 坂梨 

生徒、保護者、職員、地域の方々の思いと期待のなか、４月８日に「南阿蘇中学校」としてスタートした１学期で

したが、４月１４日の前震と１６日の本震により５月８日まで休校をせざる得ない状況になり、一度時間がストップ

してしまいました。その間、自宅を離れての生活や避難所での生活、車中泊といった状況になり、誰もが大変で不安

な日々を過ごしました。また、水道やガスなどのライフラインの復旧に時間がかかったり、食料が不足したりと、今

まで当たり前にできていた生活ができなくなり、ものの有難さということも実感しました。大変なことも多々ありま

したが、お互いに助け合う中で、人と人とのつながりや温かさにふれることも多く、全国各地からの励ましのメッセ

ージ等もたくさんいただき、自分一人じゃないんだと力をもらうと同時に感謝の気持ちでいっぱいになることもあり

ました。まだまだ大変なことは続いていますが、確実に復旧・復興に向けて歩みを進めていると思います。「復興と

は、元通りにするだけでなく、元よりもっといいまちづくりを目指して取り組むことが大事だと思う。」これは、６

月１７日（金）に復興支援コンサートで本校に来られた、さだまさしさんが話された言葉です。私もこの言葉を聴き、

なるほど！と思いました。これからも前向きに、自分にできることに精一杯取り組むようにしていきたいと思ってい

ますし、やったことは必ず力になっていくと信じています。 

そのような中、本日無事に１学期の終業式を迎えました。大変な日々の連続でしたが、様々な形で、子どもたちと

学校を支えていただきました保護者や地域の皆様方のご支援とご協力にあらためて感謝申し上げます。 

また、地震の影響で、体育館をはじめ学校施設が使えなかったり、日程を変更したりと今までとは大きく違った学

校生活となりましたが、子どもたちは勉強に部活動によくがんばりました。特に、前回の学校便りでも紹介をしまし

たが、中体連では厳しい環境の中、全ての部活動が素晴らしい頑張りを見せてくれました。明日からの２日間、県大

会に出場する選手の皆さんには阿蘇郡市代表として悔いのない試合をしてほしいと願っています。 

終わりに、いろんな意味で今までとは違った１学期でしたが、自分自身の歩みを今一度振り返って、反省点は見

直して改善する、いいところは更に伸ばせるように、次のステップにつないでほしいと思います。８月２２日（月）

に、元気いっぱいの生徒たちに会えるのを楽しみにしています。 

  

 

 
７月２３日（土）、２４日（日）熊本県中体連総

合体育大会が開催されます。本校からも阿蘇郡市代

表として次の皆さんが出場します。阿蘇郡市代表と

して日頃の練習の成果を十分に発揮し、悔いのない

よう頑張ってください。（ ）内は会場です。 

 

○女子バレー（熊本市立江南中）  

○女子ソフトテニス（玉名市蛇ｹ谷公園） 

○男子バドミントン（芦北しろやまスカイドーム）  

○男女剣道（熊本市立帯山中学校） 

○空手個人：○○君（文徳高校）  

○水泳：○○君、○○さん、○○君 

（荒尾市民プール） 

自転車の乗る時に注意すること 

などを教えていただきました。 

①自転車は車道が原則 

②車道は左側を通行 

③歩道は歩行者を優先で車道よりを徐行 

④安全ルールを守る 

⑤ヘルメットをかぶる 

 安全な乗り方をしてください。 

   ２年生が、７月１９日（火）～２１日（木）の３日間、村内

の  ２４ヶ所の各事業所において、職場体験学習を行ないました。 

数週間前から事前学習として、各事業所へのアポイント、電話のかけ方、職場体験に向けての作文、事前打

ち合わせ等の準備を行ない、当日に至りました。この職場体験学習のねらいは、次のような点です。 

① 働く体験を通して、勤労の尊さを感じ取り、今までの自分を振り返るとともに社会の一員としての自覚

と地域の人々や家族に対する感謝の心を育てること。 

② 様々な職場の体験を通して、正しい職業間を学ばせるとともに、自分の進路を考えるきっかけを作る。 

 



地震発生から、全国各地からたくさんの応援メッセージ等をいただきました。皆さん方の 

心温まる励ましの言葉に勇気づけられ少しずつではありますが、日常を取り戻しているところ 

です。２学期も頑張っていきたいと思います。本当にありがとうございました。 

 

震災の影響で、受け入れが厳しい中にご快諾をいただきました各事業所の皆様方に感謝申し上げます。また、職場の

皆様方には、お忙しい中に３日間という貴重な時間をお世話になりまして、本当に感謝しております。ありがとうござ

いました。子どもたちにとって、この３日間は、日頃の学校生活では体験することの出来ない素晴らしい時間であった

と思います。また、どの事業所の皆様方も「よく頑張ってくれています」、「あいさつがよくできます」、「とても助かっ

ています」など、お褒めの言葉をいただきとても嬉しく思いました。この貴重な３日間の体験を今後の学校生活や自分

の進路に活かして欲しいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下は、本日までにいただきました皆さん方を紹介いたします。 

 

＊大河原町立大河原中学校    ＊仙台市立将監中学校    ＊大府市立大府南中学校 

＊御所市立中学校御所中学校   ＊久留米市立南薫町     ＊熊本市立城西中学校 

＊京都府城陽市立南城陽中学校  ＊新潟市立小新中学校    ＊輪之内町立輪之内中学校 

＊夢のみずうみ村        ＊子ども夢ハウスおおつち  ＊藤島書店 

＊愛媛県西予市立明浜中学校   ＊日賀野 晃        ＊写真家  野口 英一 

＊マレーシア キングエドワードⅦ国民中等学校        ＊千葉県八千代市校長会   

＊福岡県立修猷館高等学校    ＊ケイ・インターショナル スクール東京   

＊柳川市立蒲池中学校      ＊日置市立伊集院北中学校  ＊八千代市立八千代中学校   

＊球磨村文化協会押し花サークル（白坂つづみ）        ＊高原町立後川内中学校 

 

 

私たちも５年前に被災しました。あの

時、たくさんの人に助けられたこと、あ

の日から力を合わせて復興に向けて歩

んだこと、当時まだ幼かった私たちもし

っかり覚えています。遠く離れた宮城か

ら応援しています。一緒に歩んでいき

ましょう。                          

石巻市立山下中学校２年生一同 

 

 
 

今回の地震で被災した私たちのために、たくさんのメッセージをあ

りがとうございました。そのおかげで、少し勇気づけられました。ま

た、募金活動など頑張ってくださりありがとうございました。とても

嬉しいです。今回の地震を受けて僕は熊本の復興のために皆さん方の

ように、少しでも被災した人たちの力になることができたらと思いま

した。私たちの住んでいる南阿蘇が一日でも早く復興できるように自

分のできることを頑張りたいと思います。今回は本当にありがとうご

ざいました。 

 

 


